
令和５年度全国学⼒・学習状況調査中学校英語「話すこと」調査
及び事前検証②での学年・学級の分割に関する検討の⽅法

本調査実施には、端末やネットワーク接続機器の仕様、使⽤年数（劣化状況）など様々な要素が影響するものであり、 １⼈当たり
のダウンロード・アップロード速度の要件さえ満たしていれば必ず実施可能と⾔えるものではないが、学年・学級を分割する上での⽬安として
参考にお⽰しするもの。

授業時間「外」で計測した学校全体のダウンロード・アップロード速度
学級数×１学級の平均人数／（1単位時間の中での分割数×調査にかける単位時間数)

① 英語「話すこと」調査実施時間帯に中学第３学年以外がネットワークを使⽤しない場合

② 英語「話すこと」調査実施時間帯に中学第３学年以外がネットワークを使⽤する場合

○ 学年・学級を何分割すべきかは、以下の式のとおり、
各学校の１⼈当たりのダウンロード・アップロード速度を算定し、
右の表の最低動作環境をそれぞれ上回るような分割数を求めることで、
⽬安を⾒積もることができる。
（ただし、この考え⽅は、あくまでも⽬安であり、確実に実施できるかは各校の環境に
強く依存するため、２⽉の事前検証②において分割数等を確認する必要がある。）

＜ 総論＞

授業時間「内」で計測した学校全体のダウンロード・アップロード速度
学級数×１学級の平均人数／ （1単位時間の中での分割数×調査にかける単位時間数)

○ 英語「話すこと」調査実施時間帯において、他学年のネットワーク使⽤を減らすことで、ネットワークに起因するトラブルのリスクを低減
し、より円滑な実施が⾒込まれる。

最低動作環境

一人あたりの
ダウンロード帯域

0.5Mbps

一人あたりの
アップロード帯域

0.6Mbps

〔１⼈当たりのダウンロード／アップロード速度の具体的な考え⽅〕

〔各学校におけるダウンロード／アップロード速度〕
○⾃治体や学校のネットワーク環境(契約しているインターネット回線や教室におけるアクセスポイント等)の変更がなされていなければ、

9⽉21⽇付事務連絡に基づき実施いただいた「予備調査」での各学校の回答を参照する。
○予備調査の回答結果が分からない、あるいはネットワーク環境が変わったという場合には、予備調査と同様、授業時間内・外でそれ

ぞれ、教室内で⽣徒⽤のネットワークに接続された端末から、以下のサイトにアクセスして測定する。
https://speed.cloudflare.com/

参考資料１

0.5Mbps(DLの場合）
又は0.6Mbps(ULの場合)

＞

※ダウンロード（DL）帯域の最低動作環境とアップロード（UL）帯域の最低動作環境の両⽅の条件を満たすことを確認する。

0.5Mbps(DLの場合）
又は0.6Mbps(ULの場合)

＞

※ダウンロード（DL）帯域の最低動作環境とアップロード（UL）帯域の最低動作環境の両⽅の条件を満たすことを確認する。



（例１）１学級平均40名、３学級、学校全体のダウンロード速度︓117.6Mbps・アップロード速度︓57.0Mbps
１学級を３分割（３グループ）して1単位時間で実施する場合
最低動作環境︓必要な⼀⼈当たりのダウンロード速度A︓0.5Mbps、アップロード速度B︓0.6Mbpsの条件を満たすか確認

＜検討の具体例＞

117.6Mbps
３学級×40名／（３分割×1単位時間)

〔A:⼀⼈当たりのダウンロード速度〕

〔B:⼀⼈当たりのアップロード速度〕

＝2.94Mbps ＞ 0.5Mbps

57.0Mbps
３学級×40名／ （３分割×1単位時間)

＝1.43Mbps ＞ 0.6Mbps

A、Bの両⽅の要件を満たすので、学級を３分割（３グループ）することを⽬安に、事前検証②を実施。

（例２）１学級平均40名、10学級、学校全体のダウンロード速度︓117.6Mbps・アップロード速度︓57.0Mbps
１学級を３分割（３グループ）して1単位時間で実施する場合
最低動作環境︓必要な⼀⼈当たりのダウンロード速度A︓0.5Mbps、アップロード速度B︓0.6Mbpsの条件を満たすか確認

117.6Mbps
10学級×40名／ （３分割×1単位時間)

〔A:⼀⼈当たりのダウンロード速度〕

〔B:⼀⼈当たりのアップロード速度〕

＝0.88Mbps ＞ 0.５Mbps

57.0Mbps
10学級×40名／ （３分割×1単位時間)

＝0.43Mbps ＜ 0.6Mbps

Aの条件を満たすが、Bの条件を満たさないので、２単位時間にわたって実施するなど、さらに分割することを検討する。
例えば…
・2単位時間にわたって実施することとし、1時限⽬は３年１組〜５組、2時限⽬は３年６組〜10組が実施することとして、
1学級の分割は引き続き3分割（３グループ）とする。 →（例３）へ など

学年・学級の分割に関する検討の⼿順 計算⽅法の具体例①



（例３）(例２)と同じく、１学級平均40名、10学級、学校全体のダウンロード速度︓117.6Mbps・アップロード速度︓57.0Mbps
１学級を３分割（３グループ）して2単位時間で実施する場合
最低動作環境︓必要な⼀⼈当たりのダウンロード速度A︓0.5Mbps、アップロード速度B︓0.6Mbpsの条件を満たすか確認

＜検討の具体例＞

117.6Mbps
10学級×40名／（３分割×2単位時間)

〔A:⼀⼈当たりのダウンロード速度〕

〔B:⼀⼈当たりのアップロード速度〕

＝1.76Mbps ＞ 0.5Mbps

57.0Mbps
10学級×40名／ （３分割×2単位時間)

＝0.86Mbps ＞ 0.6Mbps

(例２)の学校も、
(例３)のように2時限にわたって実施するようにすれば、 A、Bの両⽅の要件を満たすので、
2単位時間にわたって実施することとし、1時限⽬は３年１組〜５組、2時限⽬は３年６組〜10組が実施することとして、
1学級の分割は3分割（３グループ）とすることを⽬安に、事前検証②を実施。

学年・学級の分割に関する検討の⼿順 計算⽅法の具体例②



学年・学級の分割に関する検討の⼿順と事前検証②の活⽤の仕⽅

START
授業時間内に計測したダウ
ンロード・アップロード速度を
もとに、1学年の全クラスを、
1単位時間内で実施する場
合の⼀⼈当たり帯域がどち
らも最低基準を満たす

授業時間外に計測したダウ
ンロード・アップロード速度を
もとに、1学年の全クラスを、
1単位時間内で実施する場
合の⼀⼈当たり帯域がどち
らも最低基準を満たす

特段⼤きな
ネットワークの
トラブルなく
事前検証②が終了

NO

○1学年の全クラスで、1単位時間の
みで事前検証②を実施
○特に他の学年のネットワークの

使⽤制限はかけない

YES

GOAL①
本番当⽇も、他の学年によるネット
ワークの使⽤制限は特段かけずに、
1単位時間のみで全クラスで実施

YES

○1学年の全クラスで、1単位時間の
みで事前検証②を実施
○当該時間の他の学年のネットワーク
の使⽤は、例えば動画の視聴など、
負荷のかかるものは避けるようにする

NO

GOAL②
本番当⽇は、当該時間における他
の学年によるネットワークの使⽤制
限かけた上で、
1単位時間のみで全クラスで実施

授業時間外に計測したダウ
ンロード・アップロード速度を
もとに、1学年を半分に分け
て、2単位時間で実施する
場合の⼀⼈当たり帯域がど
ちらも最低基準を満たす

YES
○1学年を半分に分けて、2単位時
間かけて事前検証②を実施
○当該時間の他の学年のネットワーク
の使⽤は、例えば動画の視聴など、
負荷のかかるものは避けるようにする

※ 以下は全て、1単位時間で１学級を３分割（3グループ）して実施することを前提として記載。

GOAL③
本番当⽇は、当該時間における他
の学年によるネットワークの使⽤制
限かけた上で、
２単位時間で学年の半分ずつで
実施

NO

ネットワークの問題で集団で動作が⽌まり、
マニュアル等を参照しても改善が困難と考え
られ、予備期間内で再検証を希望する場合

特段⼤きな
ネットワークの
トラブルなく
事前検証②が終了

特段⼤きな
ネットワークの
トラブルなく
事前検証②が終了

… ……

ネットワークの問題で集団で動作が⽌まったが、
他の学年の使⽤制限をかける程度で解決すると考えられ、
特段、事前検証②の再実施までは希望しない場合

ネットワークの問題で集団で動作が⽌まってしまったが、
分割を増やす程度で解決すると考えられ、
特段、事前検証②の再実施までは希望しない場合

ネットワークの問題で集団で動作が⽌まってしまったが、
分割を増やす程度で解決すると考えられ、
特段、事前検証②の再実施までは希望しない場合

ネットワークの問題で集団で動作が⽌まり、
マニュアル等を参照しても改善が困難と考え
られ、予備期間内で再検証を希望する場合

ネットワークの問題で集団で動作が⽌まり、
マニュアル等を参照しても改善が困難と考え
られ、予備期間内で再検証を希望する場合

以下同様に、⼀⼈当たりのダウンロード／アップロード速度が最低基準を満たせるようになるまで、複数の単位時間にわたる実施や
１学年の分割数を増やして実施することを検討する。


